
正
三
位
式
部
�
藤
原
�
臣
宇
合
　
六
首
【
年
三
十
四
】

五
言
暮
春
曲
二

宴
南
池
一

　
並
序

　
　
ヲ

イ
ク
バ
ク
カ　
　
ル

　
　
ヲ

　
　
リ　
　
　
ム
ル　
　
ヲ

夫
王
畿
千
里
之
間
。
誰
得
二

�
池
一

帝
京
三
春
之
�
。
幾

知
二

行
樂
一。
則
有
二

沈
　

鏡
小
池
一。
勢
無

　
　
　
　
ル
コ
ト

　
　
　
ヨ
リ
　
　
ル
　
　
ヲ

　
　
ニ

レ

劣
二
　

於
金
谷
一。
染
レ

�
良
友
。
數
不
レ

�
二

於
竹
林
一。
爲
レ

弟
爲
レ

兄
。
醉
レ

�
醉
レ

月
。
�
二

心
中
之

　
　
ニ
　
　
　
ス
ル　
　
ニ

　
　
チ

　
　
　
　
タ
ル
ル　
　
ニ

　
　
　
メ
テ　
　
フ

　
　
ヲ

　
　
　
フ
ノ

四
時
一。
屬
二

暮
春
一。
映
レ

浦
紅
桃
。
�
落
二

輕
錦
一。
低
二
　

岸
�
柳
。
初
　

拂
二

長
絲
一。
於
レ

是
林
亭
問
レ

　
　
シ

　
　
ニ

　
　
　
ニ
ス

　
　
ヲ

　
　
ヲ

　
　
シ
　
　
ヲ

我
之
客
。
去
二

來
�
邊
一。
池
臺
慰
レ

我
之
賓
。
左
二

右
　

琴
�
一。
月
下
芬
芳
。
�
二

歌
處
一

而
催
レ

�
。

　
　
　
ト
モ

　
　
タ

　
　
ク
　
　
　
ト
ス

　
　
ヲ

ナ
ン
ソ

ザ
ラ
ン
　
　
　

　
　
々

　
　
テ
　
　
ヲ
　
　
　
ス
ト

風
�
意
氣
。
歩
二

舞
場
一

而
開
レ

衿
雖
二

歡
�
未
一レ

盡
而
能
事
二

紀
筆
一。
蓋
　各
言
一レ

志
。
探
レ

字
成
レ

篇

　
　
　
　
シ
カ
リ

云
爾
。

　
　
テ
　
　
ヲ　
　
シ

　
　
ニ

　
　
テ
　
　
ニ　
　
ル

　
　
ヲ

　
　
ン

　
　
ヲ

得
レ

地
乘
二

芳
月
一。
臨
レ

池
�
二

落
暉
一。
琴
�
何
日
斷
。
醉
裏
不
レ

忘
レ

歸
。

  

、
、

　
　
チ　
　
ス

　
　
フ

　
　
ト

  

、
、

　
王
畿
、『
周
禮
』
に
乃
辨
二

九
�
之
邦
國
一。
方
千
里
曰
二

王
畿
一。
王
城
附
�
の
地
を
指
す
。
帝
京

  

、
、

  

、

に
於
て
春
游
の
好
き
は
、
其
れ
何
れ
の
處
ぞ
や
、
乃
ち
是
れ
南
池
は
小
池
な
り
と
雖
も
、
鏡
を

  

、

  

、
、

沈
め
る
如
き
玲
瓏
な
り
。
其
の
勢
は
金
谷
よ
り
�
る
と
も
、
劣
る
こ
と
無
し
。
金
谷
園
は
晉
の

  

、
、

  

、
、

石
崇
が
�
る
�
。
而
し
て
晉
の
世
、
染
�
、
�
謂
�
を
作
り
、
詩
を
賦
す
る
�
は
、
竹
林
の
徒
、

  

、
、
、
、

六
七
人
に
�
ぎ
ず
。
爲
弟
無
兄
、
�
康
、
阮
籍
、
山
濤
、
向
秀
、
劉
伶
、
阮
咸
、
王
戎
、
是
の

人
等
が
兄
と
稱
し
、
弟
と
稱
し
た
る
な
り
。

　
　
ヲ

　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
シ

　
　
ニ

　
先
哲
曰
く
、
�
心
中
之
四
の
下
に
�
、
盡
レ

善
盡
レ

美
、
對
二

曲
裏
之
雙
流
一

是
日
也
人
乘
二

芳
夜

  

、
、
、
、  
、

一

の
十
八
字
を
加
ふ
可
し
と
、
則
ち
知
る
是
れ
以
て
意
味
始
め
て
�
ず
る
な
り
。
醉
�
醉
月
。
�

  

、
、
、
、
、

  

、
、
、
、  

、
、
、
、
、
、

心
中
之
四
�
、
�
月
吟
賞
の
天
地
。
頗
る
�
廣
な
る
を
云
ふ
。
盡
善
盡
美
、
對
曲
裏
之
雙
流
、
我

は
竹
林
の
徒
と
異
な
る
。
今
日
の
游
び
の
如
き
は
善
美
を
盡
し
、
�
月
と
同
じ
く
。
塵
濁
無
き

  

、
、
、
、
、
、
、

な
り
。
雙
流
の
水
に
對
し
て
、
�
に
宴
す
。
樂
は
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
是
日
也
人
乘
芳
夜
、
春
夜

  

、
、
、
、

  

、

  

、

  

、
、

  

、

を
芳
�
と
言
ふ
。
時
屬
暮
春
、
而
か
も
暮
春
、
浦
に
映
ず
る
紅
桃
も
、
�
ば
飛
て
水
に
落
ち
、
岸

  

、

  

、
、

  

、
、

  

、

に
低
る
る
�
柳
は
、
初
め
て
長
絲
を
拂
ふ
。
而
し
て
我
を
問
ふ
客
も
あ
り
、
我
を
慰
む
る
賓
も

  

、
、

あ
り
、
各
の
得
意
の
歌
を
謳
ひ
、
得
意
の
舞
を
演
ず
。
歡
�
は
未
盡
な
る
も
、
�
は
記
せ
ざ
る

  

、
、

べ
か
ら
ず
。
乃
ち
字
を
探
り
、
以
て
各
の
志
を
敍
ぶ
。
曲
宴
は
曲
水
の
宴
會
、
王
羲
之
が
�
意



  

、
、

を
�
ふ
も
の
な
り
。
得
地
、
春
を
賞
す
る
に
は
其
の
�
を
得
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
幸
に
此
の
�
地

  

、
、

  

、
、

を
得
て
、
芳
月
�
謂
三
月
の
�
び
を
爲
す
。
臨
池
、
曲
水
の
�
意
は
水
無
く
ん
ば
不
相
應
な
り
。

  

、
、

幸
に
南
地
に
�
び
、
夕
陽
�
ち
濱
暉
に
到
る
。
而
か
も
琴
�
、
興
の
盡
く
こ
と
無
し
。
而
か
も

  

、
、
、

不
忘
歸
、
留
�
し
て
歸
を
忘
る
は
小
人
の
事
な
り
、
詩
人
は
歸
る
を
忘
れ
ず
。
昔
は
謝
元
暉
、
�

　
　
　
　
ト
シ
テ　
　
ル
　
　
ヲ

子
澹
　
忘
レ

歸
と
歌
ふ
。
今
は
醉
裏
不
レ

忘
レ

歸
と
曰
ふ
、
共
に
身
分
を
損
ぜ
ず
。

　
　
テ

　
　
ニ
　
　
ル

　
　
テ
　
　
　
ル
ニ　
　
ニ

七
言
在
二

常
陸
一

�
二

倭
�
官
留
在
一レ

京
　
一
首
並
序

　
　
シ

　
　
シ

　
　
ヲ

　
　
フ

　
　
ニ　
　
　
　
ツ
コ
ト　
　
カ

　
　
ヲ

　
　
　
　
ル
コ
ト

僕
與
二

明
�
一。
忘
言
�
久
。
義
存
二

伐
木
一。
�
叶
二

�
葵
一。
待
二
　

君
千
里
之
駕
一。
于
レ

今
三
年
。
懸
二

　
　
カ

　
　
ノ　
　
ヲ

　
　
　
ナ
リ

　
　
ソ

　
　
　
　
ニ
シ
テ　
　
チ
　
　
　
レ
テ

　
　
ニ

　
　
ル

　
　
ト

　
　
　
　
キ
コ
ト
　
　
　
シ
ク

　
　
ニ

我
一
箇
榻
一。
於
レ

是
九
秋
。
如
何
授
官
。
同
日
　
乍
別
二

殊
�
一。
以
爲
二

�
官
一。
�
潔
　
等
二

氷
壺

　
　
　
　
　
ナ
ル
コ
ト

　
　
ニ

　
　
ハ

　
　
　
　
　
ン
ニ
シ
テ

　
　
ヲ

　
　
ス

　
　
ニ

　
　
メ

　
　
ヲ

　
　
ニ

ノ
ベ
ン
ト
ス　
　
ル
　
　
　
ク
ニ

　
　
ヲ

メ
グ
ラ
シ

一。
明
　
　

逾
二

水
鏡
一。
學
�
二
　
　

萬
卷
一。
智
載
二

五
車
一。
留
二

驥
足
於
將
一レ

展
。　
預
�
二

玉
條
一。
廻
二
　

　
　
フセ
キ

ギ
ス
ル
ヲ
　
　
　
ン
ト　
　
ス
　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
テ
　
　
ニ

　
　
シ

　
　
ヲ

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ク

鳬
�
之
擬
一レ

飛
。
忝
二

簡
金
科
一。
何
異
宣
尼
�
レ

魯
。
�
二

定
詩
書
一。
叔
孫
入
レ

漢
。
制
二

設
禮
儀
一。
聞

　
　
レ

　
　
　
シ
テ　
　
ヲ

　
　
キ
　
　
ヲ
　
　
　
ニ
シ　
　
ノ　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
ノ　
　
ヲ

　
　
リ
ミ
ヅ
カ
ラ

　
　
ス

夫
天
子
下
レ

詔
。
置
レ

師
審
二

才
問
一。
�
擇
二

三
能
之
�
士
一。
使
三

各
得
二

其
�
一。
明
�
獨
　

自
　
�
二

闕

　
　
ヲ

　
　
　
　
ヘ
キ
ニ
　
　
　
ナ
ル
　
　
ス
　
　
ノ

　
　
ニ
　
　
　
ヘ
ハ　
　
シ

　
　
テ

　
　
ヲ　
　
ク
　
　
　
　
ル
コ
ト

　
　
テ
　
　
ニ

　
　
　
ル
カ

此
擧
一。
理
合
二
　

先
�
一。
�
二

是
後
夫
一。
譬
　

如
下

�
馬
痩
鹽
、
人
�
無
レ

識
。
梵
臣
泣
レ

玉
世
獨
不
上
レ

　
　
ラ

コ
コ
ロ
ミ

　
　
ヲ

　
　
　
シ
テ　
　
チ　
　
ス

　
　
ヲ
　
　
　
ン
ハ　
　
ノ

　
　
ニ

ホ
ト
ン
ド　　
　
ハ
ン
ゼ
ン　
　
ヲ

悟
。
然
而
�
�
後
。
驗
二
　

松
竹
之
貞
一。
風
生
　

廼
解
二

芝
�
之
馥
一。
非
二

�
子
�
一。
幾
　
失
二
　

然
明

　
　
　
ン
ハ　
　
ノ

　
　
ニ

　
　
　
ケ
ン

　
　
ヲ
　
　
　
ル
ノ　
　
ヲ　
　
キ　
　
　
　
ル
ノ
ミ

　
　
フ
　
　
ニ
　
　
　
ナ
ル
　
　
リ

　
　
リ

一。
非
二

齊
桓
�
一。
何
擧
二

寧
戚
一。
知
レ

人
難
。
匪
二
　

今
日
一

耳
。
�
レ

時
之
罕
。
自
レ

昔
然
矣
。
大
器
之

　
　
ル

　
　
ヲ

モ
シ　　
　
ラ
ハ

　
　
　
ク
ハ
　
　
　
セ
ン　
　
カ

　
　
ヲ

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ス

晩
。
�
成
二

寶
質
一。
如
有
二

我
一
得
之
言
一。
庶
幾
　

慰
二

君
三
思
之
意
一。
今
�
二

一
篇
之
詩
一。
輒
示
二

寸

　
　
ヲ

　
　
ノ　
　
ニ　
　
ク

心
之
歎
一。
其
詞
曰
。

  

、
、

　
　
シ

　
　
チ

　
　
ニ

　
　
ヲ

　
忘
言
は
、『
晉
書
山
濤
傳
』
に
、
濤
與
二

稽
康
呂
安
一

善
。
後
�
二

阮
籍
一。
便
爲
竹
林
之
�
一。
著

○

○

  

、
、
、
、

二

忘
言
之
契
一

と
。
親
友
な
り
と
の
意
。
忘
形
、
忘
年
、
皆
同
義
と
す
。
義
存
伐
木
、『
禮
記
』
に
、

　
　
　
レ
ハ　
　
チ

△

△

  

、
、
、
、

日
短
至
　

則
　

伐
レ

木
取
二

竹
�
一。『
詩
經
』
に
、
伐
木
丁
丁
。
鳥
鳴
嚶
嚶
と
あ
り
。
�
叶
�
葵
、
漢

△

△

　
　
　
レ
ハ　
　
ヲ

代
の
古
詩
に
、
�
葵
不
レ

傷
レ

根
。
傷
レ

根
葵
不
レ

生
と
あ
り
。
伐
木
も
�
葵
も
共
に
朋
友
と
し
て

艱
難
相
救
の
意
。
而
し
て
作
�
は
常
陸
に
在
り
、
君
が
京
を
出
て
此
地
に
來
る
を
待
つ
こ
と
三

  

、
、

  

、

年
。
君
を
待
つ
に
一
箇
の
榻
を
懸
て
あ
り
。『
後
漢
書
』
徐
穉
傳
に
、
徐
穉
は
南
昌
の
人
、
恭
�

禮
譲
な
り
。
太
守
陳
蕃
、
禮
を
厚
う
し
て
�
ふ
て
功
曹
【
官
名
】
と
爲
す
、
�
に
�
し
て
�
く
。

蕃
郡
に
在
て
、
賓
客
に
接
せ
ず
、
唯
穉
來
れ
ば
、
時
に
一
榻
を
設
く
、
去
れ
ば
則
ち
之
を
懸
く
。



  

、
、

  

、

�
す
る
に
一
人
の
爲
め
に
設
く
、
他
人
の
爲
に
は
設
け
ず
。
九
秋
は
�
ち
三
年
な
り
。
授

  

、
、
、

  

、
、

  

、
、

官
同
日
、
任
官
は
二
人
同
日
な
る
も
、
一
は
常
陸
、
一
は
京
都
と
殊
�
な
り
。
氷
壺
、
�
官
が

  

、
、

  

、
、

心
事
の
濁
ら
ざ
る
を
謂
ふ
。
水
鏡
も
同
樣
な
り
。
五
車
は
星
の
名
。
轉
じ
て
書
物
の
多
き
を
言

  

、
、

　
　
ム
　
　
セ

ふ
。
驥
足
は
騏
驥
の
足
。
能
く
�
き
に
馳
る
如
き
を
謂
ふ
。『
三
國
志
』
�
統
傳
に
、
使
レ

處
二

治

　
　
ニ
　
　
　
メ
テ　
　
キ

△

ノ
ミ

  

、
、
、
、

中
別
駕
之
任
一。
始
　

當
　

展
其
驥
足
耳
。
預
�
玉
條
、
玉
條
は
「
法
令
」
を
謂
ふ
。
漢
の
楊
雄
が

  

、
、

�
に
、
金
科
玉
條
と
あ
り
。
�
官
の
役
た
る
、
法
令
を
�
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
鳬
�
、
後
漢
の

セ
ツ

王
喬
、
顯
宗
の
世
に
葉
令
と
爲
る
。
�
�
あ
り
、
�
月
朔
望
�
に
�
す
、
帝
其
の
來
る
數
な
る

を
怪
し
み
、
之
を
伺
ふ
、
至
る
に
臨
ん
で
、
雙
鳬
東
西
よ
り
飛
來
す
る
あ
り
、
羅
を
擧
げ
之
に

ク
ツ

  

、
、
、
、

張
る
。
但
一
雙
の
�
を
得
た
り
。
以
て
後
世
縣
令
や
刺
�
に
沿
用
す
。
忝
簡
金
科
、
縣
令
た
る

  

、
、

の
任
を
忝
く
す
。
此
の
如
く
出
仕
す
る
も
皆
國
家
の
爲
め
な
り
。
宣
尼
�
ち
孔
子
が
、
�
侯
に

  

、

  

、

  

、
、

  

、
、

  

、
、

  

、

用
ゐ
ら
れ
ず
、
魯
國
に
�
て
、
詩
書
を
�
定
し
た
り
。
�
叔
孫
が
、
漢
の
高
�
に
�
て
�
儀
典

  

、

  

、
、

  

、
、
、
、

  

、
、
、
、
、
、

  

、
、

禮
を
制
設
し
た
る
と
其
の
功
は
同
じ
。
天
子
下
詔
、
置
師
咸
審
才
周
、
三
能
は
明
白
に
斷
じ
難

タ
イ　
　
　
　
ケ
レ
バ

　
　
シ

　
　
ヲ

き
も
『
�
記
』
に
星
名
�
三
台
也
、
三
能
色
齊
　
君
臣
和
。
不
レ

齊
爲
二

乖
�
一

と
三
台
が
其
の
�

を
失
ふ
は
天
の
不
�
な
り
。
�
士
が
其
の
�
を
得
ざ
る
は
國
の
不
�
な
り
。
�
材
を
�
處
に
も

  

、
、
、
、
、
、

ち
ひ
玉
ふ
、
故
に
臣
僚
も
各
自
に
其
の
�
を
得
て
、
安
住
す
る
。
獨
自
�
闕
此
擧
、
�
然
と
解

き
　
み

し
難
き
が
、
�
す
る
に
地
方
官
に
榮
轉
す
る
の
が
當
然
な
る
に
、
明
�
は
獨
自
か
ら
此
の
問
題

  

、
、
、
、

  

、
、
、
、

に
觸
れ
ず
し
て
、
依
然
京
に
留
る
と
の
意
な
ら
ん
。
理
合
先
�
、
�
是
後
夫
、
明
�
は
先
輩
に

て
、
我
は
後
輩
な
り
。
先
輩
が
依
然
と
し
て
、
後
輩
が
出
世
す
る
は
、
そ
れ
は
譬
へ
て
見
れ
ば
、

  

、
、  

、
、

  

、
、
、
、

  

、
、
、
、

  

、
、
、
、

�
馬
痩
鹽
、
人
�
無
識
、
此
の
八
字
、
未
檢
出
典
、
楚
臣
泣
玉
、
世
獨
不
悟
、
楚
の
卞
和
が
玉

を
�
い
て
荊
山
の
下
に
泣
き
、
而
か
も
愚
劣
な
る
國
王
は
何
度
玉
で
あ
る
と
敍
べ
し
と
て
、

ワ

カ

ラ

ン

  

、
、

  

、
、

沒
分
曉
と
云
う
て
悟
ら
ぬ
が
如
し
。
其
の
人
の
正
直
な
る
を
表
は
す
。
而
か
も
松
竹
の
貞
操
、
芝

  

、
、
、

�
の
香
馥
は
、
自
然
掩
ふ
能
は
ざ
る
も
の
あ
り
。
�
子
�
、
春
秋
�
の
大
夫
�
孫
僑
の
字
な
り
。

東
里
に
居
す
、
�
東
里
子
�
と
稱
す
。
博
治
多
聞
、
而
し
て
政
治
に
長
ず
。
�
の
簡
�
の
時
よ

り
國
に
當
る
。
定
�
、
獻
�
、
聲
�
を
�
て
、
凡
そ
四
十
餘
年
。
時
晉
楚
覇
を
爭
ふ
に
當
る
。
能

し
た
が

く
大
に
事
ふ
る
に
禮
を
以
て
す
。
而
し
て
苟
く
も
其
の
欲
に
�
は
ず
。
晉
楚
皆
之
を
嚴
憚
す
。
政

を
爲
す
。
�
以
て
猛
を
濟
ひ
。
猛
以
て
�
を
濟
ふ
。
孔
子
稱
し
て
惠
人
と
爲
す
。
�
稱
す
君
子



お
の
れ

  

、

の
�
あ
る
四
。
其
己
を
行
ふ
や
恭
。
上
に
事
ふ
る
や
敬
。
民
を
養
ふ
や
惠
。
民
を
使
ふ
や
義
、
幾

  

、
、

ち
う

べ
つ

失
然
明
、
然
明
は
春
秋
�
の
人
。
姓
は
�
名
は
蔑
。
字
は
然
明
。
�
の
太
子
子
�
の
爲
め
用
ゐ

ゆ

ら
れ
て
�
の
爲
め
功
を
顯
は
す
。
晉
の
叔
向
。
�
に
如
く
。
蔑
、
容
貌
醜
惡
な
り
。
器
を
堂
下

よ
し

の
ぼ

に
執
る
。
一
言
に
し
て
善
。
叔
向
が
曰
く
。
必
ず
然
明
な
ら
ん
。
其
の
手
を
執
て
堂
に
上
す
。
叔

ね
い
せ
き

向
は
然
明
の
善
を
知
り
し
な
り
。
子
�
は
然
明
の
智
を
用
ゐ
し
な
り
。
�
戚
は
春
秋
の
人
。
家

ゆ

貧
に
し
て
資
無
く
。
人
の
爲
め
車
を
挽
き
齊
に
�
く
。
偶
ま
桓
�
の
出
�
す
る
に
�
ふ
。
戚
、
牛

サ
ン
タ
リ

ラ
ン
タ
リ
　
　
ニ

　
　
サ

　
　
ス
　
　
ハ

　
　
ト

ユ
ヅ
リ
ニ

角
を
�
い
て
歌
う
て
曰
く
。
南
山
粲
。
白
石
爛
。
中
有
二

鯉
魚
一

長
尺
�
。
生
不
レ

�
二

堯
與
レ

舜
禪

ワ
ヅ
カ
ニ　
　
ル
カ
ン

ヨ
リ
　
　
ン
ミ
ズ
カ
イ
ニ　
　
ル

　
　
ニ

イ
ズ
レ
ノ
カ
タ
ン
ナ
ラ
ン

一。
短
布
單
衣
纔
　
至
レ

骭
。
從
レ

昏
　

飮
レ

牛
至
二

夜
�
一。
長
夜
漫
漫
何
時
旦
。
　
桓
�
聞
い
て
之
を

異
と
し
。
召
し
て
上
�
と
爲
す
。
今
日
も
昔
日
も
。
人
は
知
己
に
�
ふ
こ
と
難
し
。
才
を
�
き

い
く
ば
く

  

、
、
、
、

な
が
ら
�
し
く
草
�
に
沈
吟
す
る
人
幾
箇
ぞ
や
。
然
り
と
雖
も
。『
老
子
』
に
は
、
大
器
晩
成
と

も

あ
る
。
早
成
の
も
の
は
早
朽
し
易
し
。
明
�
如
し
我
が
言
ふ
�
の
意
旨
に
於
て
得
る
あ
ら
ば
。
我

  

、
、

が
此
の
詩
を
作
る
の
寸
心
は
�
し
た
る
な
り
。
以
て
君
を
慰
す
る
に
足
ら
ん
。

　
　
リ

　
　
ニ

自
三
　

我
　
�
　
冠
　
從
二
　

王
　
事
一

風
　
塵
　
�
　
月
　
不
二
　

曾
　
休
一

カ
ゝ
ケ
テ　
　
ヲ

　
　
ス

　
　
ノ

�
レ
　

帷
　
獨
　
坐
　
邊
　
亭
　
夕

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ク

　
　
ム

　
　
ノ

懸
レ
　

榻
　
長
　
悲
　
搖
　
落
　
秋

　
　
ク

ヘ
ダ
タ
ル

琴
　
瑟
　
之
　
�
　
�
　
相
　
阻

　
　
　
　
ス
ル
ニ　
　
シ

　
　
シ

芝
　
�
　
之
　
契
　
接
　
無
レ
　

由

　
　
シ

　
　
シ

　
　
ン

　
　
ト
　
　
　
ト
ヲ

無
レ
　

由
　
何
　
見
二
　

李
　
將
レ
　

�

　
　
ゾ
　
　
ハ
ン
　
　
ト

有
レ
　

別
　
何
　
�
　
逵
　
與
レ
　

�

　
　
ヲ

　
　
ヲ

　
　
ス

　
　
ノ

馳
レ
　

心
　
悵
　
望
　
白
　
雲
　
天

　
　
　
セ
テ
　
　
ヲ

　
　
ス

　
　
ノ

寄
レ
　

語
　
徘
　
徊
　
明
　
月
　
�

　
　
ノ

　
　
ク

　
　
ヲ

日
　
下
　
皇
　
�
　
君
　
�
レ
　

玉

　
　
ノ

　
　
フ

　
　
ヲ

雲
　
端
　
邊
　
國
　
我
　
調
レ
　

絃

　
　
テ

　
　
ニ

　
　
ヲ

�
　
絃
　
入
レ
　

�
　
經
二
　

三
　
�
一



ツ
ツ
ム
　
　
ヲ

　
　
ル

　
　
ヲ

美
　
玉
　
�
レ
　

光
　
度
二
　

幾
　
年
一

　
　
　
ザ
ル
　
　
ニ

知
　
己
　
難
レ
　

�
　
匪
レ
　

今
　
耳

　
　
　
　
レ
ナ
ル

シ
カ
リ

忘
　
言
　
罕
レ
　

�
　
從
　
來
　
然

　
　
ニ

　
　
ス

　
　
ノ
　
　
　
ル
ヲ

爲
　
期
　
不
レ
　

怕
　
風
　
霜
　
觸
一

　
　
　
ン
コ
ト
ヲ

　
　
ノ
　
　
　
キ
ニ

�
　
似
二
　

巖
　
心
　
松
　
柏
　
堅
一

  

、
、

  
、
、

か
ぜ

ち
り

　
�
冠
は
二
十
�
�
後
を
謂
ふ
。
風
塵
は
字
の
如
く
風
と
塵
。
杜
甫
、
薄
官
走
二

風
塵
一

の
句
あ

  

、
、

  
、

  

、
、

  

、
、

モ
モ
ヒ
キ

り
。
王
事
�
ち
國
事
に
奔
走
し
て
、
曾
て
休
息
せ
ざ
る
な
り
。
�
帷
、
�
は
袴
な
れ
ど
、
動
詞

  

、
、

の
場
合
「
カ
カ
ゲ
ル
」
と
訓
む
。
邊
亭
は
亭
の
名
に
あ
ら
ず
、
京
に
比
較
し
て
常
陸
は
邊
土
な

  

、
、

  

、
、
、
、  

、
、
、
、

れ
ば
な
り
。
懸
榻
、
知
己
來
ら
ず
故
に
下
榻
せ
ず
。
琴
瑟
之
�
、
芝
�
之
契
、
良
友
を
指
す
。
�

  

、
、
、

　
　
テ　
　
テ

　
ト
　
　
キ
△

　
　
ス

　
　
ニ

ち
倭
�
官
な
り
。
李
將
�
『
左
傳
』
に
�
以
爲
二

東
�
主
一

行
李
之
往
來
、
供
二

其
乏
困
一。
今
日
は

  

、
、
、

△

△

李
と
�
と
の
如
き
人
無
し
。
逵
與
�
、
晉
の
戴
逵
と
王
子
�
な
り
。
�
は
月
夜
に
乘
じ
逵
を
�

  

、
、
、  

、
、
、

溪
に
訪
ひ
し
も
、
�
は
ず
し
て
�
る
。
白
雲
天
、
明
月
�
、
�
く
隔
た
る
を
表
は
す
爲
め
と
、
白

  

、
、

雲
の
如
く
、
�
明
月
の
如
き
友
�
と
を
表
は
す
爲
め
と
、
二
意
を
含
む
。
日
下
は
天
皇
の
御
膝

  

、
、

  

、
、

  

、
、

下
を
謂
ふ
。
雲
端
は
�
を
去
る
�
き
を
謂
ふ
。
�
玉
「
�
官
た
る
�
を
守
る
を
謂
ふ
」、
調
絃
は

  

、

  

、
、

琴
を
調
べ
る
な
り
。
琴
を
調
べ
る
は
�
樂
の
爲
に
は
あ
ら
ず
、
治
�
の
�
に
在
る
な
り
。
美
玉

  

、
、
タ
ウ

�
光
、
�
は
弓
衣
「
ユ
ミ
ノ
フ
ク
ロ
」
な
り
、
光
を
藏
し
て
外
に
表
は
さ
ざ
る
を
謂
ふ
。
此
の

  

、
、  

、
、

四
字
は
漢
の
孔
融
の
詩
な
り
。
今
以
て
倭
�
官
に
譬
ふ
。
知
己
、
忘
言
、
忘
言
は
�
ち
知
己
、
知

  

、
、

己
は
�
ち
忘
言
な
り
。
人
生
眞
の
知
己
は
�
ひ
難
し
、
古
今
と
無
く
同
一
。
而
か
も
風
霜
の
昔

  

、
、
、
、

は
耐
へ
得
て
、
一
生
涯
、
巖
心
松
柏
と
同
じ
く
、
堅
き
を
期
す
べ
し
と
な
り
。

　
此
の
篇
、
韻
を
換
る
こ
と
二
。
而
し
て
三
年
此
の
知
己
に
會
せ
ざ
る
を
傷
む
。
�
集
中
の
傑

作
た
る
を
失
な
は
ず
。

　
　
テ

　
　
ニ

七
言
秋
日
於
二

左
僕
射
長
王
宅
一

宴

　
　
シ

　
　
ニ

帝
　
里
　
煙
　
雲
　
乘
二
　

季
　
月
一

　
　
ル

　
　
ヲ

王
　
家
　
山
　
水
　
�
二
　

秋
　
光
一



霑
　
�
　
白
　
露
　
未
レ
　

催
レ
　

�

　
　
フ

　
　
ニ

　
　
ラ

泛
レ
　

菊
　
丹
　
霞
　
自
　
有
レ
　

芳

　
　
ノ

石
　
壁
　
蘿
　
衣
　
�
　
自
　
短

　
　
ノ

ウ
ヅ
ム
デ
シ
カ
モ

山
　
�
　
松
　
蓋
　
埋
　
然
　
長

　
　
ニ

遨
　
�
　
已
　
得
レ
　

攀
二
　

龍
　
鳳
一

　
モ
ト
ム
ル
ヲ

　
　
ヲ

大
　
隱
　
何
　
用
　
�
二
　

仙
　
場
一

  

、
、

　
季
月
は
一
年
の
�
り
と
、
四
時
の
�
り
と
二
義
に
用
ふ
。
今
は
秋
の
�
り
、
九
月
を
指
す
。
此

  

、
、

  
、
、

  

、
、

の
晩
秋
に
當
て
、
王
家
に
於
て
秋
光
を
賞
�
す
る
。
秋
光
の
景
色
は
乃
ち
下
の
如
し
。
白
露
は

ニ
ホ
ヒ

  

、
、

盛
ん
に
�
を
霑
す
も
、
葉
は
茂
き
も
、
�
は
い
ま
だ
開
か
ず
、
�
を
催
さ
ゞ
る
�
以
。
丹
霞
は

  

、

  

、

  

、
、
、
、

ツ
　
タ

菊
に
泛
ぶ
、
是
れ
芳
香
あ
る
�
以
。
石
壁
蘿
衣
、
宅
に
沿
ふ
て
石
壁
あ
り
、
石
壁
に
挂
る
に
蘿
衣

  

、

  

、
、

  

、
、
、

あ
り
。
而
か
も
春
日
に
あ
ら
ず
、
ツ
タ
が
短
し
。
門
�
を
掩
ふ
の
松
蓋
は
、
埋
然
長
。
蘿
衣
は

  

、
、

  

、
、
、

△

△

　
　
ス

　
　
ニ

短
而
小
。
松
蓋
は
長
而
大
。
遨
�
は
樂
�
な
り
。
攀
龍
鳳
、『
後
漢
書
』
に
攀
二

龍
鱗
一

附
二

鳳
�

一

の
語
あ
り
。
龍
鳳
は
天
子
に
譬
ふ
る
が
本
義
な
れ
ど
、
皇
統
の
人
な
れ
ば
不
妨
。
此
の
席
に
陪

  

、
、

�
す
る
を
謝
す
る
な
り
。
大
隱
、
小
隱
は
仙
場
を
求
む
る
あ
ら
ん
。
大
隱
は
、
市
中
に
在
て
仙

  

、

　
　
ハ　
　
レ

　
　
ニ

　
　
ハ　
　
レ

　
　
ニ

場
を
�
め
ざ
る
な
り
。
王
康
�
の
詩
に
小
隱
隱
二

陵
藪
一。
大
隱
隱
二

�
市
一。
と
あ
り
。

　
七
律
と
し
て
は
、
句
格
整
正
、
此
の
集
に
在
て
上
乘
の
部
に
屬
す
。

　
　
ム

　
　
ヲ

五
言
悲
二

不
�
一

　
　
ミ

　
　
ノ

　
　
ニ

賢
　
�
　
悽
二
　

年
　
暮
一

　
　
フ

　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
ナ
ル
コ
ト
ヲ

明
　
君
　
冀
二
　

日
　
新
一

　
　
セ

　
　
ヲ

周
　
占
　
載
二
　

�
　
老
一

　
　
　
タ
リ

　
　
ヲ

殷
　
夢
　
得
二
　

伊
　
人
一

　
　
　
タ
ン

　
　
ス　
　
　
　
ス
ル
ニ　
　
ヲ

摶
　
擧
　
非
レ
　

同
レ
　

�

　
　
　
ニ
セ
　
　
ヲ

相
　
忘
　
不
レ
　

異
レ
　

鱗

　
　
シ

　
　
ヲ

南
　
冠
　
勞
二
　

楚
　
奏
一
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コ
コ

  

、
、

あ
ら
ん
。
�
謂
不
�
を
悲
し
む
�
以
、
其
れ
此
に
あ
る
か
。
相
忘
は
彼
も
此
も
忘
れ
是
も
非n

も

  

、
、
、
、
、

忘
れ
高
も
低
も
忘
れ
る
の
意
な
ら
ん
。
南
冠
勞
楚
奏
は
、
南
地
�
ち
楚
國
の
た
め
忠
を
竭
し
て

  

、
、
、
、
、

哀
歌
を
奏
し
、
最
後
水
に
沒
せ
し
屈
原
。
北
�
�
胡
塵
、
北
地
に
捕
虜
と
爲
り
、
而
か
も
漢
�

  

、
、
、
、
、

を
持
し
て
狄
地
に
十
九
年
も
勞
せ
し
蘇
武
。
學
類
東
方
朔
、
東
方
朔
は
漢
の
厭
次
人
、
字
は
曼

ト
ガ

倩
。
武
帝
の
時
、
金
馬
門
侍
中
と
爲
る
。
時
に
諷
諫
を
以
て
、
帝
の
�
を
救
ふ
。
�
辭
に
長
ず
。

  

、
、
、
、
、

答
客
難
の
一
篇
、
後
の
�
豪
楊
雄
、
班
固
以
下
皆
之
に
傚
ふ
。
年
餘
朱
買
臣
、
朱
買
臣
は
漢
の

會
稽
�
人
、
字
は
�
子
。
家
貧
う
し
て
讀
書
を
好
む
、
常
に
薪
を
賣
り
自
ら
給
す
。
且
行
且
讀
、

妻
之
を
羞
、
去
ら
ん
事
を
求
む
。
買
臣
曰
く
我
年
五
十
當
に
貴
か
る
べ
し
、
今
�
に
四
十
九
、
汝

が
苦
し
む
日
久
し
、
我
が
貴
き
を
待
て
當
に
汝
に
報
ゆ
べ
し
。
妻
聽
か
ず
去
て
農
夫
に
�
く
、
武

シ
バ
シ
バ

帝
の
時
、
巖
助
な
る
�
、
買
臣
を
薦
む
、
拜
し
て
中
大
夫
侍
中
と
爲
す
。
東
越
數
、
反
す
る
を

以
て
、
復
出
て
會
稽
太
守
と
爲
る
。
樓
�
戰
具
を
治
し
、
東
越
を
�
て
功
あ
り
、
�
尉
と
爲
り
。

コ
　

其
の
後
�
に
入
る
。
故
妻
、
其
の
夫
と
共
に
�
を
洒
�
す
、
買
臣
之
を
憫
み
、
呼
ん
で
後
車
に

ク
ビ

載
せ
�
に
歸
り
、
園
中
に
置
く
。
故
妻
慚
忿
し
て
自
ら
經
れ
死
す
。
�
す
る
に
學
問
は
東
方
朔

や
、
朱
買
臣
の
如
く
に
力
を
具
す
と
雖
も
、
武
帝
の
如
き
明
天
子
に
�
は
ざ
る
が
故
に
、
�
貧

  

、
、

　
　
ル

△
△ 

ヲ

に
苦
し
む
と
の
意
な
り
。
二
毛
、
晉
の
潘
岳
「
秋
興
賦
」
に
、
余
年
三
十
有
二
。
始
見
二

二
毛
一。

　
　
レ

ウ
ケ
テ

　
　
ク

△
△  

ニ

唐
の
駱
賓
王
の
詩
、
結
綬
疲
二

三
入
一。
承
レ

冠
泣
二

二
毛
一。
二
毛
は
上
の
二
句
に
て
知
る
、
白
と
�

シ
ラ
ガ
　

と
の
髪
が
あ
る
意
味
。
貧
と
も
富
と
も
言
ふ
こ
と
能
は
ず
、
此
の
篇
の
意
は
、
白
毛
が
多
く
爲

  

、  

、

  

、
、

つ
た
か
ら
、
書
物
も
萬
卷
は
讀
破
し
た
り
、
而
か
も
舊
に
仍
て
依
然
貧
窮
な
り
と
な
り
。

　
此
の
篇
、
�
�
の
如
く
、
徹
頭
徹
尾
、
自
他
古
今
共
に
不
明
な
り
。
東
方
朔
も
朱
買
臣
も
不

�
の
人
に
あ
ら
ず
。
�
老
も
伊
人
も
共
に
不
�
の
人
に
あ
ら
ず
。
悉
く
出
世
し
て
上
天
し
た
る

人
な
り
。
其
れ
等
の
人
人
を
羅
し
來
て
以
て
、
悲
不
�
の
題
下
に
置
く
。
讀
む
�
之
を
解
す
る

�
幾
人
あ
る
や
。
結
末
二
句
に
依
れ
ば
、
古
人
は
此
の
如
く
始
め
は
苦
し
み
、
後
は
出
世
す
。
然

る
に
我
は
白
髪
の
年
、
萬
卷
の
書
を
讀
ん
で
も
、
い
ま
だ
明
君
に
�
は
ず
と
解
す
る
外
な
し
。
正

三
位
式
部
�
た
る
人
の
作
が
眞
と
す
れ
ば
、
�
字
を
以
て
詐
僞
に
類
す
る
こ
と
を
言
う
た
に
�

ぎ
ず
。
余
は
此
の
如
く
な
ら
ざ
る
を
冀
ふ
。
或
は
余
の
洞
徹
せ
ざ
る
罪
な
ら
ん
。
賢
�
の
叱
正

を
乞
ふ
�
以
な
り
。


